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高速道路管理業務の成果（アウトカム指標） 

   アウトカム指標とは、ご利用いただくお客様の視点に立って、高速道路の利便性や安全性

等の成果を分かりやすく示すための指標です。 従前の業務量や費用という観点ではなく、実

際に高速道路事業にもたらされた成果に観点をおいたものです。 アウトカム指標には定時性

を確保するための渋滞の問題、道路路面の健全性を示した舗装の保全率、維持管理に関す

るお客様の満足度など具体的な項目を設定しております。 

 

１．アウトカム指標一覧 

 

【全国路線網】 

アウトカム 

指標 
定 義 単 位 

2006年度

実績値 

2007年度

実績値 
コメント 

本線渋滞 

損失時間 

本線渋滞が発生す

ることによる利用者

の損失時間 

万台・ 

時間/年
687 728 

料金 TDM(※１)で減少したものの、渋滞が

多く発生している路線での交通量の自然

増加、東名集中工事でのジョイント取替工

事追加の影響等により昨年に比べ渋滞が

増加。(※１ 19 頁参照) 

路上工事に

よる車線規

制時間 

路上作業に伴う年間

の交通規制時間 

時間/ 

（km・年）
59 67 

２００７年１月、東名高速 長尾高架橋で発

生したジョイント破損事故を受け、旧タイプ

の鋼製ジョイントの緊急点検並びに取替

工事を実施したことや、中央道、北陸道、

東海北陸道、東名阪道及び小田原厚木

道路等一般有料道路区間において、路面

のわだち掘れ、段差及びクラックの発生状

況により維持管理基準を超えない時期に

舗装補修を実施したところ、補修予定数

量を上回り、その結果、工事車線規制時

間が増加。 

ＥＴＣ 

利用率 

ETC 導入済み料金

所におけるETC利用

者の割合 

％  69   74.6 
車載器購入支援及び各種キャンペーンに

よる促進 

死傷事故率 

走行車両１億台キロ

あたりの死傷事故件

数 

件/ 

億台㌔ 
9.5 9.1 

高機能舗装の整備等による死傷事故率

の低下 

舗装保全率 

舗装路面の健全度

を表す車線の延長

比 

％ 94 96 要補修箇所約 124km・車線の補修完了 

橋脚補強 

完了率 

耐震補強を必要とす

る橋脚の完了割合 
％ 96 98 要対策箇所約 150 基の橋脚補強を完了 

顧客満足度 

ＣＳ調査等で把握す

る維持管理に関する

お客様の満足度 

５段階 

評価 
3.5 3.6 

安全性・快適性、走行信頼性、情報関連、

休憩施設の全項目で若干前年度を上回っ

たため、総合顧客満足度は、０．１ポイント

上昇し、３．６となった。 
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２．各指標の取り組みについて 

 

  （１）当社で取り組んでいる主な指標（７項目）は下記のとおりです。 

（①と④は２００７年の暦年データをもとに報告いたします） 

 

   ①本線渋滞損失時間       【取組み－１】「効果的な渋滞対策の推進」 

   ②路上工事による車線規制時間 【取組み－２】「路上工事に伴う規制時間の削減」 

   ③ＥＴＣ利用率              【取組み－３】「ＥＴＣ普及によるサービス向上」 

   ④死傷事故率             【取組み－４】「事故防止対策の推進」 

   ⑤舗装保全率                 【取組み－５】「安全な走行環境の提供」 

   ⑥橋脚補強完了率             【取組み－６】「地震に強い道路を目指す」 

   ⑦顧客満足度             【取組み－７】「お客様満足度の向上を示す」 

 

    ※各指標の取り組み状況については、全国路線網を対象に報告いたします。 
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■ 効果的な渋滞対策の推進【取組み－１】 

 

 

 
2006 年度  

実績値 
687 

2007 年度  

計画値 
662 

【指標】本線渋滞損失時間 
〔単位：万台・時間/年〕 
 
本線渋滞が発生することにより、お客様

が道路を走行する際に定常より余分に

かかる時間の総和 
2007 年度  

実績値 
728 

 
◆2007 年度 渋滞発生状況（本線渋滞損失時間 728 万台・時間） 

 

 

 
 
 

 
 

渋滞を削減することにより、高速道路走行時の定時性を向上させます。

工事
131
18%

その他
14
2%

交通集中
398
55%

事故
185
25%

中央道
151
21%

東名
411
56%

その他
27
4%

名神
89
12%

東名阪
50
7%

＜ ①728 万台・時間の要因別内訳＞ ＜ ②728 万台・時間の路線別内訳＞ 

① 要因別で見ると交通集中渋滞が 398 万台・時間（約 55％）と最も多い 

② 路線別では東名での発生が全体の約 56％と最も多く、次いで中央道・名

神・東名阪であり、４路線で全体の 96％を占める。 

③交通集中渋滞 398 万台・時間での渋滞箇所別内訳をみると、渋滞が多く発生し

ている下記の主な箇所で、全体の約 62％を占める。 

【単位：万台時間】 【単位：万台時間】 

＜③渋滞箇所別内訳＞ 

（万台・時間） 割合※

東名 上下線 大和ﾄﾝﾈﾙ 横浜町田～厚木 66 16% ①、⑦、⑩
上下線 岡崎ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 豊田Ｊ～音羽蒲郡 61 15% ④

日進ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟ 東名三好～日進Ｊ 20 5% ⑤、⑨
中央道 上り線 小仏ﾄﾝﾈﾙ 八王子Ｊ～相模湖 34 8% ③

下り線 相模湖ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 相模湖～相模湖東 26 6% ⑧
名神 上下線 一宮ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 一宮～一宮Ｊ 25 6% ⑤
東名阪 上下線 四日市ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 四日市東～鈴鹿 15 4% ②

247 62%

※割合 ： 交通集中渋滞 398万台・時間に対する内訳

備　考
（Ｐ19に記載の
取組み施策番号）

渋滞損失時間
（交通集中）

合　　計

道路名
上下
の別

主要な
渋滞先頭箇所

区間
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◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 
交通混雑期での料金ＴＤＭ(※1)を実施し、約 1 万台・時間/年減少したものの、中央

道（上り線）小仏トンネル手前への登坂車線及び東名（上下線）岡崎ＩＣ付近へのＬ

ＥＤ速度回復情報板については当初目標としていた時期から完成が遅れたことにより、

今年度の効果発現には至りませんでした。（※１ 19 頁参照） 

全体の本線渋滞損失時間は、渋滞が多く発生している路線での交通量の自然増加に

より約２３万台・時間/年が増加し、また中央道では圏央道の開通により環状内側の交

通量が減少したものの、環状外側で予測を上回る交通量増加により全体で約７万台・

時間/年が増加。 

また東名集中工事では橋梁伸縮継手の追加等の工事規制規模を増加したこと等によ

り約７万台・時間/年の工事渋滞が増加、さらに事故渋滞が全体で約５万台・時間/年

の増加したこと等により、６８７⇒７２８万台・時間/年と約４１万台・時間/年（約

６％）増加しました。 

 

 

 
 

 

○交通混雑期における料金ＴＤＭ(※１)の実施による渋滞の減少 

 東名（上り）大和トンネル付近の渋滞を対象として、特に交通が混雑するお盆、ＧＷ、

お正月の期間に料金ＴＤＭを実施し、渋滞損失時間が約１万台・時間減少しました。 
(※１ 19 頁参照) 

 

※本線渋滞損失時間とは、渋滞がない場合の所要時間と実際の所要時間の差を車両

台数と時間で指標化したものです。 
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○渋滞が多く発生している路線での交通量の自然増加による渋滞の増加 

渋滞が多く発生している東名、東名阪道、中央道の交通量の自然増加に伴い、渋滞が増

加しました。 

■ 東名 岡崎～豊田ＪＣＴ間の交通量が約２％（９６⇒９８千台/日）増加し、 
渋滞損失時間が約１２万台・時間増加しました。 
■ 東名 東名三好～日進ＪＣＴ間の交通量が約１％（８４⇒８５千台/日）増加し、渋
滞損失時間が約６万台・時間増加しました。 
■ 東名阪 四日市東～四日市間の交通量が約２％（７１⇒７３千台/日）増加し、渋滞
損失時間が約１万台増加・時間増加しました。 
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■ 中央道 高井戸～大月間の交通量が約２％（６２⇒６３千台/日）増加し、渋滞損失
時間が約４万台・時間増加しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○圏央道開通による予測交通量を上回る交通量増加による渋滞の増加 
 圏央道の開通により環状内側は交通量が減少し、約１４万台・時間減少したものの、

環状外側で予測を上回る交通量の増加に伴い約２１万台・時間増加し、全体として  

約７万台・時間が増加しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○東名集中工事等における工事量増加に伴う工事渋滞の増加 
橋梁伸縮装置の事故を踏まえ取替え工事の追加や関係機関との調整によるＯＶ剥落対

策工事の追加により規制規模が昨年に比べ約３割増加。 
これらに伴い東名集中工事等で約７万台・時間増加しました。 
 

○事故渋滞の増加  
事故渋滞が約 5万台・時間増加しました 
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参考）２００８年度の業績計画（目標値：７１９万台・時間/年） 
渋滞緩和に向け、暫定２車線の４車線化・付加車線の設置・ＬＥＤ速度回復情報板

の設置・料金ＴＤＭ(※１)の実施など渋滞対策事業を引き続き推進していきます。 
※2008 年度の目標値については、交通量が増加傾向にある 2007 年度実績 728 万台・

時間から 9万台・時間減少を目標として 719 万台・時間/年と設定した。 

 
  ≪Ｈ20 目標達成に向けた取組み≫  

①東名（上り）海老名ＳＡ付近の付加車線を完成させる 

②東名阪（上下）県 BS 付近 の付加車線を完成させる 

 

③中央道（上）小仏ＴＮ付近の付加車線【Ｈ19 年 11 月末 完成済】 

④東名（上下）岡崎ＩＣ付近のＬＥＤ速度回復情報板【Ｈ20 年 3 月末 完成済】 

⑤新名神（亀山Ｊ～甲賀土山）整備【H20 年 2 月末 完成済】 

 

＜参考：Ｈ20 以降の取組み（継続事業含む）＞ 

⑥暫定 2車線の 4車線化〔東海北陸道（美並～白鳥）〕【Ｈ20、Ｈ21 完成目標】 

⑦ＬＥＤ速度回復情報板の設置〔東名（上）大和ＴＮ付近〕【Ｈ21 完成目標】 

⑧付加車線の設置〔 中央道（下）元八王子 BS 付近〕【H21 完成目標】 

⑨ネットワーク整備による交通分散 

〔名古屋二環（名古屋南～高針）〕 【H22 完成目標】 

⑩交通混雑期における料金ＴＤＭ（※１）の実施【Ｈ19～】 

⑪情報提供ＴＤＭ（※１）の実施 

  ６ヶ月先までの渋滞予測情報及び中央道の渋滞緩和に向けた専用ＨＰによる情報

提供ＴＤＭを実施 

   ※１ TDM とは、交通需要マネジメント（Traffic Demand Management）の略称であり、お客様に時間、経路、

交通手段や自動車の利用方法の変更を促すことにより、ピーク時間帯の交通需要をオフピーク時間帯へ

分散させ、渋滞をはじめとする交通問題の解決を図る手法のことをいいます。 

分散していただく方法として、料金割引による方法を料金ＴＤＭ、渋滞予測情報等の提供による方法を情

報提供ＴＤＭと呼んでいます。 

 

＜将来の対策：東名・東名阪の抜本的対策（新東名・新名神ネットワーク整備）＞ 

 新東名、新名神のネットワーク整備により並行する東名・東名阪で発生している交通集

中渋滞 約 106 万台・時間がほぼ解消され、全交通集中渋滞 398 万台・時間の約 1/4 程度

が減少。 

  

新東名高速道路 

東名高速道路 
東名阪自動車道

新東名、新名神に交通量が転換し、並行す

る東名、東名阪道の渋滞がほぼ解消 

新名神高速道路 
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■ 路上工事に伴う規制時間の削減【取組み－２】 

 

 

 
 
 

2006 年度  

実績値 
59 

2007 年度  

計画値 

前年を下回るよう努め、定期的

にチェックしていく 

【指標】路上工事による車線規制時間 

〔単位：時間/km・年〕 

 

路上作業に伴う年間の交通規制時間 
 2007 年度  

実績値 
67 

 
◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 
工事の重点化・集約化、集中工事など工事規制箇所の集約や部分解除等を積極的に

実施したが、２００６年度を上回る車線規制時間となりました。 

年 度 
車線規制時間 
（千時間） 

車線規制時間 

(h･km 年) 
備 考 

２００６年度 ９７.3 ５９  
２００７年度 １１１.0 ６７  
増 減 ＋１３.7 ＋８  

主な増加理由は次のとおりです。 
・２００７年１月、東名高速道路 長尾高架橋で発生したジョイント破損事故を受け、
旧タイプの鋼製ジョイントの緊急点検並びに取替工事の実施による増。 

（１，３００時間） 

・中央道、北陸道、東海北陸道、東名阪道及び小田原厚木道路等一般有料道路区間にお

いて、路面のわだち掘れ、段差及びクラックの発生状況により、維持管理基準を超えない

時期に舗装補修工事を実施したところ、補修予定数量を上回り、その結果、工事車線規制

時間が増加。 

（６，０００時間） 

・中央道 コンクリート舗装区間におけるオーバーレイ工事の本格実施による増。 

（３，９００時間） 

・その他工事の実施による増 

（２，５００時間） 

 

 

 

 

 

工事の集約化等を図ることにより、車線規制の路上工事を極力減らしま

す。これにより、工事により極力渋滞が発生しないよう努めます。 
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【参考】東名阪リフレッシュ工事の削減例 

（１）リフレッシュ工事による年間工事規制の削減例（東名阪 清洲西ＩＣ～鈴鹿ＩＣ） 

 

（２）リフレッシュ工事による年間工事渋滞の削減例（東名阪 清洲西ＩＣ～鈴鹿ＩＣ） 

 

※ 通常期に実施する工事とは、リフレッシュ工事期間以外に緊急的に行う事故復旧や舗装修繕工事などの工事、定期的に行わ

なければならない設備点検や道路面清掃作業などの工事のことです。 

 
（参考）２００８年度の業績計画（目標値：２００７年度を下回るよう努め、定期的

にチェック） 
集中工事等の実施により工事の一層の集約化を図り、路上工事時間・工事規制回数

を削減するとともに、交通状況や工事渋滞状況を常に分析し迅速に対策を講ずること

で、工事渋滞量の減少を図ります。 
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■ ＥＴＣ普及によるサービス向上【取組み－３】 

 

 

 
 

2006 年度  

実績値 
69 

2007 年度  

計画値 
74 

【指標】ETC 利用率[単位：％] 

 

ETC が利用可能料金所におけるＥＴＣ利

用車両の占める割合 
2007 年度  

実績値 
74.6 

 

◆達成度報告(２００７年度の取り組みと成果) 

様々な施策を実施を中心として普及促進を図った結果、2007 年度と比べてＥＴＣ利用率

は約６％の増加となり、目標値は達成しました。 

ETC 普及に向けた２００７年度の取り組みは下記のとおりです。 

【料金施策・車載器購入支援】 

・ＥＴＣ利用車両を対象とする時間帯割引・大口多頻度・マイレージ割引を継続実施しまし

た。 

・小田原厚木道路において、ＥＴＣ短区間割引を実施しました。 

・新規の車載器購入者を対象に、ＮＥＸＣＯ３社共同でＥＴＣマイレージ６００ポイントプレゼン

トキャンペーン、二輪車ＥＴＣ車載器購入支援キャンペーン、セットアップ費用の一部負担、

ＥＴＣ車載器リース制度支援等の車載器購入支援策を実施しました。 

・中日本独自の取組みとして、車載器新規購入者を対象とする民営化２周年キャンペーン、

ＥＴＣ車載器無料キャンペーンを実施しました。 

・車載器取付などの手続きを簡素化するため、高速道路の休憩施設や市街地の 大型集客

施設において、ＥＴＣワンストップサービスを実施するとともに、ワンストップサービスをご利

用頂いたお客様を対象にＥＴＣマイレージポイント（＋１，０００） プレゼントを実施しました。 

・サンデードライバー等の利用率向上のため、企画割引（北陸３県ＥＴＣ週末フリーパス等周

遊区間乗り放題型（９商品、うち旅行会社との連携タイプ３商品）、東名等における料金ＴＤ

Ｍ（※１）型（３回：ＧＷ、お盆、正月））や中央道・関越道接続記念キャンペーン等マイレージ

プレゼント型を実施しました。(※１ 19 頁参照) 

 

【広報関係】 

・各種広報活動等 

広域的に統一した広報を行うため道路会社６社共同で、お盆、正月の帰省時期に、テ

レビ・ラジオ・新聞などのマスメディアや交通メディアを活用した広告を実施しました。中日

本独自としてはＥＴＣレーン通過時の速度抑制や車間距離の確保停止時の対応方法等、

安全啓発に関する広報を実施しました。 

 

 

 

ＥＴＣの活用による弾力的な料金施策を実施し、サービスの向上を目指

します。 
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【車載器購入支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 【広報関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）２００８年度の業務計画(目標値：７６％) 

２００７年度の車種別の利用状況をみると、中・大型・特大はそれぞれＥＴＣ利用率は約９

割、軽自動車は約５割、普通車は約７割でした。よって、２００８年度についても引き続き軽・

普通車のＥＴＣ利用率の向上を目指すほか、お客様に安心してＥＴＣをご利用していただく

ための安全啓発に取り組みます。 

《四輪：ＥＴＣ車載器リース制度》 《民営化２周年記念 

普及促進キャンペーン》

《 普及促進：ポスター 》 

《普及促進：新聞広告》 

《 安全啓発：リーフレット 》 

《普及促進：交通広告》 

《 安全啓発：ポスター 》

《普及促進：雑誌広告》 

《二輪：ＥＴＣ車載器リース制度》
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■ 事故防止対策の推進【取組み－４】 

 

 

 
 
 

2006 年度  

実績値 
9.5 

2007 年度  

計画値 

前年を下回るよう努め、定期

的にチェックしていく 

【指標】死傷事故率 
〔単位：件／億台キロ〕 
 
走行車両 1 億台キロあたりの死傷事故件
数 2007 年度  

実績値 
9.1 

◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 
湿潤時の事故防止対策として、約 130ｋｍ・車線の高機能舗装の整備、重大事故の防

止対策として、約 15km の中分強化型防護柵の整備等を実施しました。 
 
 

NEXCO中日本管内 死傷事故件数・死傷事故率の推移（警察庁データ）

9.1

9.5
10.29.910.2

11.011.2

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

2,700

2,900

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

（件）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

（件/億台㌔）
死亡事故

負傷事故

死傷事故率

 
    
 

 

 

 

 

円滑な交通を確保し、安全対策を推進することにより、事故の減少を目

指します。 
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■中央自動車道 八王子ＪＣＴランプ部における事故防止対策 

  首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の開通に伴い、中央自動車道と接続する八王子ＪＣＴは、

平成 19年 6月 23日に開通したが、開通後、主にＢランプ（中央道 下り→圏央道方面）及びＨ

ランプ（中央道 上り→圏央道方面）において事故が多発したことを受け、追加の安全対策とし

て、薄層舗装や導流レーンマーク、図形警戒標識を 12 月中旬までに順次施工しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ

Ｈ

Ｃ
Ｇ

R100

R70

圏央道

新宿

大月

 

 

八王子JCT事故発生状況の推移

0

1

2

3

4

5

6

7

8

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

（件）

Ｈランプ

Ｃランプ

Ｂランプ

コンクリート防護柵 

薄層舗装・導流レーンマーク 

警戒標識 薄層舗装・導流レーンマーク 

＜Ｈランプ安全対策実施状況＞ 

＜Ｂランプ安全対策実施状況＞ 

＜八王子ＪＣＴ全景＞ 

B ﾗﾝﾌﾟ 薄層舗装・導流ﾚｰﾝﾏｰｸ完了 

H ﾗﾝﾌﾟ 導流ﾚｰﾝﾏｰｸ完了 

全ての 

追加対策完了 

（NEXCO 中日本調べ） 
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■ 安全な走行環境の提供【取組み－５】 

 

 

 
 

 
◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 
路面のわだち掘れやひびわれ等を調査し、補修が必要な箇所約 120km・車線の舗装補

修を実施しました。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（参考）２００８年度の業績計画（目標値：９８％） 
  今後は、引き続き快適で安心な道路サービスを提供できるよう、安全で走りやすい

舗装の維持及び向上を推進していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2006 年度  

実績値 
94 

2007 年度  

計画値 
95 

【指標】舗装保全率 
〔単位：％〕 
 
健全な舗装路面（概ねここ５年以内に補

修がないと思われる箇所）の延長を全体

延長で割ったもの 
2007 年度  

実績値 
96 

健全な舗装路面を確保し、安全で快適な道路路面の提供を目指します。

【北陸自動車道 ６９．１ＫＰ付近】 

《舗装補修（施工前）》 《舗装補修（施工後）》 
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■ 地震に強い道路を目指す【取組み－６】 

 

 

 
 
 

2006 年度  

実績値 
96 

2007 年度  

計画値 
98 

【指標】橋脚補強完了率 
〔単位：％〕 
 
対策が必要な橋脚のうち、耐震補強が完

了している基数の割合 2007 年度  

実績値 
98 

 
◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 
2005 年度に国と都道府県及び高速道路会社が 
連携して、兵庫県南部地震と同程度の地震動に 
対して落橋等の甚大な被害を防止するための 
「緊急輸送道路の橋梁耐震補強３箇年プログラ 
ム」を策定し、高速道路は 2007 年度までに対策 
を概ね完了することを目標に耐震補強を実施し 
てきました。東名、名神、中央道、東名阪道、 
伊勢道において対策が完了しました。 
２００７年度は要対策箇所１５０基の耐震補 
強を完了し、進捗は９８％となりました。 

 
（参考）２００８年度の業績計画（９９％） 

２０１０年度の完了を目指し、２００８年度は、着実な工事進捗を図っていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

対策が必要な橋梁の橋脚を補強し、地震に強い道路を目指します。 
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■ 維持管理に関するお客様満足度の向上を目指す【取組み－７】 

 

 

 
 
 

2006 年度  

実績値 
3.5 

2007 年度  

計画値 

前年を上回るよう努め、定期的

にチェックしていく 

【指標】顧客満足度 
〔単位：ポイント〕 
 
CS調査等で把握する維持管理に関するお
客様の満足度（５段階評価） 
 

2007 年度  

実績値 
3.6 

◆達成度報告（２００７年度の取り組みと成果） 

安全性・快適性、走行信頼性、情報関連、休憩施設の全項目で若干前年度を上回っ

たため、総合顧客満足度は、０．１ポイント上昇し、３．６となりました。 

 

≪２００７年度ＣＳ調査(Web 調査)結果より≫ 

総合ＣＳ値と戦略ＣＳ値の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）２００８年度の業績計画（目標値：２００７年度を上回るよう努め、定期的にチ

ェック） 

本社および各支社にＣＳ推進委員会を設置し、お客様の声を反映したサービス、業

務の改善に取組むとともに顧客満足度の向上に努めており、今後も継続していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

お客さまの評価を維持管理業務に反映し、お客さま満足度の向上を目指

します。 
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